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ライフステージ
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保健師区分

期待される保健師の
役割・姿

役割
責任をもつ業務範囲

求められる
業務経験

獲得能力

県外研修

全県の研修・スキル
アップの取組

保健所単位研修

自己研鑽

■組織運営
能力

■保健福祉行政の管理能力

係長・主幹
保健所課長

課長補佐・企画幹

　　　 本庁課長,
室長

　　　地方機関長

保健所総務保健部長
統括保健指導監

○組織のビ
ジョンが語れ
る（組織の統
率を図る）

○自治体全体の保健師を統括
○保健医療福祉施策への提言
○決定事項について関係機関の調整
○健康危機管理事例発生時に現場と本部等統括
した対応、応援保健師派遣調整看護職調整
○保健師等の採用計画・配置・人事異動の提案

■保健福祉行政運営能力
■施策調整力
■人材育成能力
■公衆衛生施策管理力
■施策提言力
■課内の運営管理力

■組織運営基本能力
■社会資源開発能力
■企画調整力
■施策提言力
■施策判断力
■公衆衛生看護管理力
■係内の運営管理力

○住民の健康課題
等に基づく事業
化、施策化及び事
業評価に基づく見
直し
○危機有事には組
織内の人員や業務
の調整をし課長の
補佐
○係内職員の能力
や特性を把握し、
異質向上のための
取組を企画・実施・
評価

○行政職としてもリーダーの保健師
○健康危機管理事例発生時、組織の方針に基づき組織
内の人的物的資源等の調整や管理
○保健師等の人材育成及びそのシステム化
○所属課の保健事業全般に関して指導的役割
○自組織を超えた関係者との連携・調整
○組織の健康施策に関わる事業全般を理解し、効果的な
実施に責任をもつ
○組織横断的な連携を図りながら、複雑かつ緊急性の高
い地域の健康課題に迅速に対応
○健康課題解決のための施策を提案

A-3Ａ-2

地域・集団を視野に入れた組織対
応が実施できる一人前の保健師

職場の中でリーダーシップを発揮した活動の推進と評価ができ
る保健師

○自立して担当業務を遂行
○係・課の業務全般を理解
○担当業務に責任をもつ
○健康課題の優先度を判断
○多様な住民ニーズを把握し、地域
組織とともに活動
○担当事例への対応を通じて、必
要なサービスの調整

○自立して担当業務全般を遂行
○係の保健事業と施策との関連性を理解
○主担当として業務に責任をもつ
○健康課題に対して事業計画の提案
○住民ニーズに応じた組織化
○地域の健康課題や地域特性に応じたケアシステムの提案

　　　    主任保健師　　　　                 　　（係長）保健師

中堅後期中堅前期

※キャリアラダー区分：厚生労働省「保健師に係る研修のあり方等に関する検討会最終とりまとめ」のキャリアラダー区分を参照している。

○国立保健医療科学院（中堅期）研修派遣

調整監

○県外派遣（２年）○難病、結核、精神、エイズ等の専門研
修

○厚生労働省派遣（1年）
○市町村交流（2年）
○県外派遣（２年）

統括保健師・管理職

統括保健師研修（次期統括保健師含む）中堅期・管理期研修（災害対応、人材育成）：全国保健師長会島根県
支部等連携し実施

○国立保健医療科学院（管理期）研修派遣（新
課長）

○組織人としての
自覚
○専門職としての
自覚
○担当業務の理
解
○個別事例に責
任をもつ
○健康課題を明ら
かにする

○新任保健師研
修

○事例検討会（個別から地域の課題の明確化）の開催：管内市町村地域ケア会議参画、保健所内事例検討会など
〇地域保健専門職員研修（圏域単位の災害時の保健活動に関する研修含む）

新任期

○国立保健医療科学院（統括保健師）研修派遣
○管理者研修

■行政職基本能
力
■個別支援能力
■地域の情報収
集
■事業管理
■業務管理能力

個別・家族支援
（家庭訪問）
集団やグループに
対する支援
保健事業の計画・
実施・評価

　　　　○プリセプター研修　　　　　　　　　　　○健康課題施策化研修
　　　　〇中堅期フォローアップ研修　　　　 　〇健康危機管理研修

■地域診断能力(個別の課題から
地域の課題の明確化)
■地域ネットワークの構築能力
■地域組織の活動支援能力
■事業の企画・立案能力
■新任保健師の支援力（プリセプ
ター）

■困難事例への対応
■組織横断的な対応能力
■健康危機管理能力
■調査研究分析力・企画力
■社会資源診断能力
■新任保健師の指導能力

A-4 A-5

プレ管理期 管理期

施策企画立案
予算編成
計画策定
プロジェクト運営

保健政策提言・実施・調整
予算調整
議会対応
保健事業計画策定執行

島根県保健師のキャリアパス　　【2023年度版】

保健師自身が自らのライフステージを考えながら将来像を描く

人事管理
人材育成
業務管理

○事業や施策の評価を踏ま
え、係長に保健医療福祉施
策に係る提案
○危機有事には、マニュアル
に沿って係長を補佐
○組織の人材育成方針と保
健師の人材育成方針を踏ま
え主体的に資質の向上に取
り組む
○職場の中でリーダーシップ
を発揮した活動の推進と評
価

個人/家族への責
任ある行動ができ
る保健師

経験豊富なベテラン保健師として、スーパーバイズができ
る保健師

行政職としてもリーダーの保健師として、行政自
治体における対応策のシステム化ができる保健
師

管内の保健課題分析・調査
地域活動実践・改善、組織化
地域診断

保健施策課題可視化
管内の健康課題分析・提案
会議運営・企画

保健師（管理職）
キャリアラダー区分

自組織を代表して、関係機関の代表と連携し、自組織を統轄して
対応できる保健師。県・市町村で働く保健師を統括できるリーダー
保健師

A-1

ジョブローテーション
（原則２～３年）

○採用後【母子、成人、健康づくり、精神、難病、結核】
など各課の業務を可能な限り経験。個別支援を早めに
体験ができるようにする。
○原則、東部・西部・隠岐を経験。
○新任期に、市町村が実施する乳幼児健診や特定健
診等を体験する。

〇原則、東部、西部、隠岐を経験する。

○中堅前期に、可能な範囲で本庁【主に健康福祉部内各課、保
健師複数配置所属】勤務を経験する。
○保健所の感染症担当課

○県庁や地方機関で単独配置部署を経験する。
・心と体の相談センター
・児童相談所（保健所との兼務）
・保健環境科学研究所

【求められる県保健師の役割】
〇地域特性に応じた健康で、暮らしやすいまちづくりを目指した活動の実施

〇市町村の課題を明確にし、市町村を積極的に支援し、市町村と協働した取り組み

〇すべての県民に対して「地域で包括的にケアできるシステムづくり」を多職種、多機関、

他課、他部局と連携した取り組みの実施

〇広域的かつ地域に応じた課題を把握、分析し、将来を予測し、予防的対策の提案と実

現

〇地域特性に合った保健・医療・福祉・介護等の切れ目のないシステムづくり

「人口減少に打ち勝ち、笑顔

で暮らせる島根をつくる」

精神、結核、感染症、肝炎、エイズ、特定健診・保健指導、がん、緩和ケア、難病、医療依存度の高い児、母子保健、児童福祉、介護保険・介護予防・地域包括ケアシステム、たばこ、糖尿病、脳卒中、健康づくり等の担当になった場面で担当者研修会を受講する。

B-1 B-2

育児休業中、復帰後の支援

【県保健師が目指すところ】
県民・関係機関・関係団体等協働して、

県民一人ひとりが健康で生き生きと豊かに

暮らしつづけることができる地域づくりを目指します。

■十分に能力を発揮できる環境

整備、ワークライフバランスの推

進

〇業務の効率化と時間外縮減

〇保健師自身の意識の高揚

〇課長等のマネジメント能力向上

〇各種休暇取得の拡大

〇職場内厚生事業の拡大

〇現任教育支援体制の整備

【職場の人材育成（島根県人材育成基本方針）】
職員自らの積極的な能力開発への意欲を基本とし、その意欲を維

持・向上させる職場づくり ⇒ 取組のポイント

①学習的な職場環境づくり

②上司・先輩職員等周りの職員の関わり

B-3 B-4

【県職員の基本姿勢（島根県人材育成基本方針）】
○島根に愛着と誇りを持ち、誠実に取り組むこと

○県を知り、人を知り、島根の未来を具体的に考え、今考える一番いいこ

とを実行すること

○組織を支える一員であることを自覚し、相手を認め、自分を伸ばし、チー

ムの力が高まるように取り組むこと

※県保健師人材育成計画は、島根県人材育成基本方針を基本としながら、専門職としての人材育成の方向性や具体策を明らかにしたものです。

「育ちたい」「育てたい」を叶える人材育成：階層別意見交換会、キャリアラダー自己評価チェック面接によるスキルアップ

実現に向けて「育ちたい」「育てたい」を叶える人材育成を目指します

〇県庁、地方機関で可能であれば係長を経験する。
〇県庁課長補佐は、原則県庁経験者とする。

〇原則、昇進時、遠隔地異動を伴う。

〇調整監は、本庁課長補佐、保健所課長を経験した者から総合的に判

断する。

〇昇進時、遠隔地異動を伴う場合がある。

〇総合的に

判断する。


